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第 2157 回 平成 22 年 9 月 9 日 第 2 木曜日 

       I.M.報告 

  

 

 

 

＜前回の記録＞ 

第 2816回 令和 5年 4月 20日 木曜日 

           アッセンブリー 

 

司 会 進 行 大川達也副 SAA 

 

点 鐘 水上成樹会長 

 

ソ ン グ 郡上八幡ロータリーの歌 

 

出 席 報 告 長尾信幸出席担当責任者 

 

ニコＢＯ Ｘ 可児一彦ニコ BOX 担当責任者 

・三原会長エレクト、アッセンブリー宜しくお願い

します。              水上成樹 

・本日アッセンブリー、宜しくお願いします。 

野田三津雄 

・郡上八幡春まつり、一日は雨でしたが盛大に開催

できて嬉しかったです。       田中義久 

・今日も宜しくお願い致します。      徐 飛 

・三原会長エレクト 本日のアッセンブリー宜しく

お願い致します。 

平岩憲政・廣瀬泰輔・岩出明喜・可児一彦 

河合 修・河合和也・國田大雄・三原慎也 

森下 光・長尾信幸・永瀬和郎・西川 昇 

西村 肇・信田清久・小笠原正道・大川達也 

酒井智義・坂本 仁・霜野賢一・竹内巧治 

渡邉 剛・山川直保・山下友幸 

 

幹 事 報 告 野田三津雄幹事 

・ガバナー事務所、ガバナーエレクト事務所より 

ゴールデンウイーク休暇のお知らせ 

・ガバナーエレクト事務所より忘れ物のお尋ね 

＜拝受＞ 

・美濃、郡上長良川 各 RC より週報 

・米山記念奨学会より「ハイライトよねやま」277 号 

 

委員会報告  

山下友幸親睦委員長 

・親睦日帰り旅行の連絡 

 

会長の時間 水上成樹会長 

 

 皆さん、こんにちは。今日は、5

月 8 日にコロナが 5 類になるとい

うことなので、それについてお話

させて頂きます。岐阜県の昨日の

感染者の人数は 186 人でした。累計で 54,472 人

で、死者が 1,119 人となっています。年代別にど

のようになっているか調べてみましたら、一番感

染している年代が 10 代から 40 代で、60 代になる

と少し下がり、70 代、80 代で少し上がるという感

じです。数字で見ると 10 歳から 40 歳まではだい

たい 30,000 人を維持していて、60 歳で 10,000 人

程度になっております。65 歳で 7,000 人になるの

ですが、70，80 歳で 15,000 人となっています。

その中で、死者がどの年代に多いのかというと、

少ないのはやはり 10 代から 40 代が少なくて、一

番多いのは 70 代から 90 代になります。ちなみに

20 代から 40 代は一桁台で、10 人に満たない人数

です。 ところが、80 代になると 280 人とか、90

会員数 出席 補正 出席合計 出席率 

36 名 29 名 2 名 31 名 86.1％ 

＜次回の予定＞ 

第 2820 回 令和 5 年 5 月 18 日 第 3 木曜日 

         社会奉仕例会 

      

          尾藤 純様 

          

         西村 肇会員 

 

   会長卓話(林 健吉会長) 

 

        

  

      

     

    

 

 

    

           

     

        

   

＜本日のプログラム＞ 

第 2819 回 令和 5 年 5 月 11 日 第 2 木曜日 

    会員卓話  岩尾 誠会員 

         村井裕孝会員 

   

 

 

 

会員 

   

          

       

 

 

          

 

 

 

            

 

 

 

 

            

 

 

           

      

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

     



代が 150 人、70 代で 120 人となっています。高齢

者の方が感染すると亡くなられる確率が高くなり

ます。5 月から 5 類になって何が変わるのか、パ

ソコンからホームページを見て頂きたいと思いま

す。 

 

以下 省略 

 

来月には、今テーブルに設置しているパーティ

ションも取りたいと思っています。マスクの着用

は、それぞれの判断で結構ですので宜しくお願い

します。 

 

アッセンブリー 三原慎也会長エレクト 

 

 先週の 4 月 15 日に行われまし

た第 2630 地区の 2023 年地区研

修・協議会に参加して頂きました

方々、どうもありがとうございま

した。色々と忙しい中、参加する時間を作ってい

ただきまして感謝しております。研修会に参加す

ることによって勉強させて頂いたと思いますので、

今後に繋げていきたいと思っております。3 月 26

日の会長エレクト研修セミナー、4 月 15 日の地区

研修・協議会と、この二つの研修を終えて修了証

書を頂きました。今日は、まだあまり自分の中で

も考えが固まっていませんが、私なりのクラブの

運営方針を発表させて頂きます。 

まずその前に、昔の、あるクラブ会長の会長方

針を読ませて頂きます。 

≪「歯車の魅力」：ロータリークラブのマークは

歯車です。世の中、時代は一分一秒休むことなく

回転し、進んでおります。この時代の流れをより

スムーズに良い方向へ回転するよう、私たちロー

タリアンは、社会の中の一つの歯車として地域社

会に奉仕しているわけであります。「エンジョイ 

ロータリー」。このエンジョイという言葉の中に

は、色々な意味が込められていると思います。楽

しんだり苦しんだりしているうちは、まだ一人前

のロータリアンではないのです。ロータリーを日

常生活の中に取り込んで空気のような存在にし、

無意識の中に奉仕活動ができるようになってこそ、

ロータリーをエンジョイしたと言えるのではない

でしょうか。当郡上八幡ロータリークラブも 21 年

目に入りました。ここで創立の原点に戻り、何よ

りも親睦第一の方針を取りたいと思います。私は、

クラブ内にフォローシップなくしては、奉仕活動

はありえないと思います。各委員もプロジェクト

を組む時、このプロジェクトがクラブ内の親睦に

繋がるかを十分検討され、クラブメンバー全員で

取り組めるプロジェクトにしてください。親睦の

ための奉仕、奉仕のための親睦。これを今年度の

クラブ方針と致します。≫ 

この文章は、平成元年 7 月から 1 年会長を務めま

した私の父の会長方針です。30 数年前、父はこの

クラブで会長を務めさせて頂きました。この年の

RI 会長の方針が先ほど言いました「エンジョイ 

ロータリー」 、ロータリーを楽しもうでした。ま

た、ロータリーの歯車には 24 個の歯があります。

これを、日本の季節の二十四節気に当てはめて回

していくことで、１つ１つの季節が移り変わり、

春夏秋冬１周回って１年が経ち、 2 周目 3 周目、

2 年 3 年と時が流れ、世界情勢も色々と変わり、

このエンジョイ ロータリーが今年の RI 会長の方

針である「イマジン ロータリー」変わっていき、 

次期 RI 会長の方針である「世界に希望を生み出そ

う」に繋がり、また未来に向けて歯車は回り続け、

良い世界を目指して活動を続けていかなければな

りません。ロータリー活動も持続可能にして、ど

んどん前に回していかなければならないと思って

おります。第 2630 地区の篠原ガバナーの方針は、

「奉仕の心を未来へつなげよう」です。篠原ガバ

ナーは、「日本のロータリーは例会を大切にして

います。職業奉仕、四つのテスト、ロータリーの

目的、例会を重視して今まで活動をして参りまし

た。」と言われております。そして最後に、「ロ

ータリーは『親睦・学び・成長・奉仕』です」と

いう言葉で締めておられます。例会は、このよう

に集まって色々学ぶことでありますので、例会を

重視してやっていきたいと考えています。セミナ

ーや研修で学んだことを踏まえて、私は来年の方

針といたしまして「親睦のための奉仕、奉仕のた

めの親睦」を再び、そして「学ぶ」を方針とさせ

て頂きます。やはりロータリーというのは、親睦

と職業奉仕、そして例会を通じていろんなことを

学ぶと言うことが大切だと思います。各委員会の

方にも色々とお願いしたいことはありますが、基

本は「親睦・奉仕・学習」を頭の中に入れて活動

して頂きたいと思います。ロータリーの歯車をず

っと回していくために、みんなと共に色々学んで

いきたいと思います。以上を私の会長方針とさせ

て頂きます。 

どうぞ宜しくお願い致します。 


